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会津坂下町議会議長　

赤 城　大 地

自作したクローズの名セリフ
「最強より最高」の Tシャツを身につけ
店に立つ、店主の坂本みゆきさん

店内はマンガクローズなどに
まつわるものであふれている

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
日
頃
よ
り
、
町
議
会
に

対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

我
が
町
ゆ
か
り
の
春
日
八
郎
氏

生
誕
百
周
年
記
念
の
行
事
が
各

地
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
道
の

駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
が

10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
、
ふ
く

し
ま
駅
伝
に
お
い
て
我
が
町

チ
ー
ム
が
町
の
部
最
多
の
入
賞

回
数
を
更
新
し
た
こ
と
な
ど
、

明
る
い
話
題
が
数
多
く
あ
ふ
れ

る
年
で
し
た
。

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
笑
顔

溢
れ
る
年
と
な
る
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
町
政
に
目
を
向
け
れ

ば
、
財
政
健
全
化
は
着
実
に
進

ん
で
お
り
、
新
た
な
事
業
の
進

捗
も
見
受
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
新
庁
舎
の
建

設
に
関
し
て
は
、
喫
緊
の
も
の

で
あ
り
、
町
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
議
論
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

町
民
と
議
会
が
乖
離
す
る
こ

と
な
く
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
、
議
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

新年のご挨拶
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町町のの遠く遠くのの応援団応援団
あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

会津坂下町出身の漫画家高橋ヒロシの作品を愛し
埼玉県の真ん中から会津坂下町を応援し、
町をＰＲしてくれているお店があります。

居酒屋 鈴蘭
埼玉県東松山市箭弓町2-6-4

高橋ヒロシさんが手がけた
今では手に入らない幻のマップ

埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る
居
酒
屋　
鈴

蘭
。
訪
問
す
る
と
、
店
内
は
高
橋
ヒ
ロ
シ

先
生
へ
の
熱
い
想
い
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。ク

ロ
ー
ズ
な
ど
高
橋
ヒ
ロ
シ
作
品
が
大

好
き
で
お
子
さ
ん
に
も
是
非
読
む
よ
う
に

勧
め
る
ほ
ど
。
作
品
に
ま
つ
わ
る
も
の
を

集
め
て
い
く
中
で
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と

言
わ
れ
る
会
津
坂
下
町
を
一
度
訪
れ
て
み

た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

会
津
坂
下
町
に
ク
ロ
ー
ズ
を
感
じ
ら
れ

る
場
所
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

作
品
の
フ
ァ
ン
が
町
に
や
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
下

段
）

最
近
で
は
、
会
津
の
日
本
酒
も
お

店
で
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
お
客
様

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
の
ど
真
ん
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
津
の
魅
力
を
勝
手
に
ア

ピ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
ロ
ー
ズ
に
出

て
く
る
天
狗
の
森
な
ど
、
私
た
ち

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
最
高
の
場
所
も
プ

ラ
ス
し
て
配
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

居
酒
屋
鈴
蘭
　
坂
本
み
ゆ
き

こ
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今
後

も
つ
な
が
り
を
継
続
し
、
絆
を
深
め
て
い

き
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

他
に
も
町
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
人
や

お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
お
店
を
発
掘
し
、
会
津
坂
下
町

の
魅
力
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
応
援
団
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
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定例会

（万円未満四捨五入）

　 補正額 補正前の額 補正後の額
一 般 会 計 7億475万円 84億7,010万円 91億7,484万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 537万円 19億1,236万円 19億1,773万円
介 護 保 険 147万円 24億2,902万円 24億3,049万円
後 期 高 齢 者 医 療 30万円 2億2,374万円 2億2,404万円
坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 28万円 1億9,852万円 1億9,880万円

企
業
会
計

水道（収益的支出） 195万円 4億7,180万円 4億7,375万円

下水道
収益的支出 14万円 5億1,205円 5億1,219万円
資本的支出 78万円 5億5,040円 5億5,118万円

私
は
、
東
地
区
区
画
整
理
地

内
の
県
有
地
取
得
２
億
２
千
万

円
の
予
算
削
除
、
の
修
正
案
を

目
指
し
ま
し
た
が
採
択
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
用
地
取
得
は
県
と
の
約
束
と

は
い
え
、
県
が
履
行
を
迫
っ
て
き
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
庁
舎
に
多
額
の
予
算
を
要
す
る
の

に
、
今
の
財
政
状
況
で
こ
の
提
案
が
妥

当
で
し
ょ
う
か
。

２
億
も
の
お
金
が
あ
れ
ば
国
・
県
の

補
助
を
利
用
す
る
と
４
億・
６
億
も
の

事
業
も
考
え
る
事
が
で
き
ま
す
。

公
共
用
地
取
得
の
提
案
に
反
対
し
ま

す
。

五
十
嵐
一
夫 

委
員

今
補
正
予
算
に
お
け
る
最
大

の
争
点
は
南
幹
線
の
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
の
た
め
の
地
方

債
補
正
で
す
が
、
執
行
部
説
明
に
お
い

て
取
得
の
必
要
性
時
期
の
正
当
性
、
ま

た
庁
舎
建
設
候
補
地
と
し
て
の
整
合
性

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
全
て

整
合
性
が
と
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
ま

す
。ま

た
取
得
後
５
年
間
の
使
途
の
縛
り

が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
財
政
状
況

が
劇
的
に
回
復
し
予
算
措
置
が
可
能
な

現
段
階
で
１
年
で
も
早
く
取
得
し
、
町

政
の
為
の
利
用
を
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
判
断
は
合
理
的
で
あ
り
理
解
で

き
ま
す
。

五
十
嵐
正
康 

委
員

坂
下
東
第
一
土
地
区
画
整
理
地
内
の
県
有
地
の
取
得
へ

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

補 正
一
般
会
計
ほ
か
６
会
計
の
補
正
予
算

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
い
た

福
島
県
職
員
の
給
与
改
定
に
準
拠
し
た

人
件
費
の
補
正
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
増
に
伴
う
返
礼
品
等
に
か
か
る

経
費
の
増
額
、
県
有
地
で
あ
る
旧
農
業

試
験
場
の
取
得
費
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
取
得
す
る
県
有
地
は
、
平
成
２

年
に
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
町

が
県
に
払
い
下
げ
申
請
を
し
て
か
ら
34

年
が
経
過
し
て
お
り
、
有
効
活
用
が
図

ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
土
地
と
い

え
ま
す
。
当
面
、
多
目
的
広
場
お
よ
び

そ
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
会
計
の
主
な
も
の
は
、
福

島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
人
件
費

の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年　
第
４
回
定
例
会 

県
有
地
の
取
得
費
を
計
上

　
第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し　

令
和
6
年
第
4
回
定
例
会
は
12
月
５
日（
木
）～
13
日（
金
）の
９

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

９
日
と
10
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
10
名
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

討
論
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定例会
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
を
も
と
に
町

職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
月
例
給

を
引
き
上
げ
、
賞
与
は
０
．
１
５
月
分

を
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例
改
正
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
給
料
改
定
を
含
ん
だ
補
正
予
算

と
と
も
に
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

会
津
坂
下
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〇
議　
長　
29
万
９
千
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
　
→
39
万
８
千
円

〇
副
議
長　
24
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
→
28
万
９
千
円

〇
委
員
長　
22
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　
　
→
27
万
１
千
円

〇
議　
員　
22
万
１
千
円

　
　
　
　
　
　
　
→
26
万
４
千
円

議
会
で
も
、
適
正
な
議
員
報
酬
の

額
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
の
提
出
議
案
は
、会

津
坂
下
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
を
受
け
て

提
出
さ
れ
た
議
案
で
あ
り
、
審
議
会

の
意
見
は
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
り
、
今
後
の

議
員
の
確
保
、
我
々
議
員
が
今
後
も

し
っ
か
り
と
し
た
議
員
活
動
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
も
必
要
な
議
案
で
あ

る
と
の
認
識
は
十
分
理
解
し
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
庁
舎
建
設
問

題
で
揺
れ
て
い
る
今
の
町
政
、
ま
た

こ
れ
が
及
ぼ
す
財
政
的
な
状
況
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
現
状
に
お
い

て
、
こ
の
議
案
を
通
す
こ
と
に
や
は

り
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

髙
久　
敏
明 

議
員

職
員
の
月
例
給
・
賞
与
を

引
き
上
げ

条 例

議
員
報
酬
の
改
定

条 例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 55号　
議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議
長

議案第 56号　
令和６年度会津坂下町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

陳情第 1号　
「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

発委第６号　
最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充
を求める意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

人事委員会勧告って何？

公務員は交渉により給与を独自に決定することができま
せん。そこで、国家公務員の給与は人事院が民間の平均的
な給与状況を調査し、民間給与と釣り合うよう、国会及び
内閣に対して「勧告」を行う仕組みになっています。県職
員の給与は、県の人事委員会が「人事委員会勧告」を出し、
県議会で給与条例の改正を行います。

市町村職員の給与は、県の人事委員会勧告の影響を強く
受けます。

議員報酬に関する協議の流れ
令和６年

１月
特別職報酬審議会におい
て、議会議員の報酬につい
て令和６年度中に適正な額
を検討するよう答申が出る。

４月
議会改革特別委員会を設
置。議長より諮問を受け、
報酬について検討を開始。

９月 委員会の意見をまとめ議長
に答申する。

11月

議長より町長へ報告。

町は議長からの報告をもと
に再度特別職報酬審議会に
諮問を行い報酬増について
答申を得る。

12月
条例の改正を第 4回定例会
に上程。

最終日に可決。
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定例会・臨時会
請　願 件　名 請願者 紹介議員 結　果

第７号
福島県の自然と景観を過剰な
再生エネルギー開発から守る
ための法的な整備を求める意
見書提出の請願について

会津の自然と景観を守る会
会長　木村　保幸

青木美貴子
物江　政博 採択

陳　情 件　名 陳情者 結　果

第１号
「最低賃金法の改正と中小企業
支援の拡充を求める意見書」
の提出について　

会津地方労働組合総連合
議長　折笠由美子 採択

討論
本陳情意見書は最低賃金を全国

一律にし、最低賃金を1,500円以
上にしろという内容であるが，将

来的にそうなることには理解をするが、そうな
ることによる地方の被雇用者である中小事業者
の影響を鑑みた場合に、その中小事業者の意見
をも包括すべきであり、雇用者側だけから観た
意見を盛り込んだ意見書には賛成できない。

五十嵐正康 議員

給与・報酬は、雇用主と労働者
との契約で決せられますが、最低
賃金は、行政が定めることのでき

る唯一の制度です。
最低賃金全国一律1,500円を目指すにあた

り、中小企業・小規模事業所の負担増が懸念さ
れますが、この意見書には『経営を維持し雇用
を守るための中小企業・小規模事業所のさらな
る支援・拡充をすること』が含まれております。
その支援・拡充をはかりながら、労働者の生活
の安定に向けて取り組んでいただくことを切に
願います。

佐藤　宗太 議員

陳情第１号に対する討論

請請 願願

陳陳 情情

令
和
２
年
か
ら
10
年
間

の
計
画
「
第
六
次
会
津
坂

下
町
振
興
計
画
」
の
後
半

５
年
間
の
計
画
で
あ
る
後

期
基
本
計
画
が
、
10
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回

臨
時
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

急
速
に
進
行
す
る
人
口

減
少
や
そ
れ
に
伴
う
担
い

手
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な

ど
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変

化
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

な
ど
、
大
き
く
変
化
す
る

環
境
に
対
応
す
る
た
め
の

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
令
和
７
年
度
か
ら

こ
の
計
画
に
基
づ
き
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
第
５
回
臨
時
会

町
の
未
来
の
姿
は

第
６
次
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
可
決

後期基本計画（令和７年度から）の重点事項

人口減少対策
交流人口・関係人
口・定住人口・少
子化対策

公共交通対策
持続可能な、利便
性の高い公共交通
構築、利用促進

担い手の確保
各分野での担い手
の確保

DXの推進
住民の利便性の向
上・行政事務の効
率化


